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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
論文 [1] は一般位相空間論の研究者である児玉之宏による「層の理論」に関する解説で
ある．おそらく一般位相空間論と (現代的な？)代数的トポロジーを結ぶ歴史的重要文献
のような気がするがあんまりよくわかっていない．
論文 [2] と [3] は位相群の帰納的極限を考えると群にはなるのだが，その帰納極限とし
ての位相は位相群になるとは限らないという話にまつわるものである．論文 [2]によれば
なんかミルナーの Introduction to algebraic K-theory で GLn(C) の帰納的極限を考え
る議論があるらしい (一応回避可能らしい)．しかし一般線形群ぐらいだとちゃんと帰納極
限が位相群になるともいう．論文 [3]に色々書いてあるらしい．
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